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タイトル
住み続けたいと思えるまちづくりは
町長　地域との融和が大前提

住み続けたいと思えるまちづくりの構築
問　Ｊアラート発令時、町民の逃げ場所は。
総務部長　物陰に身を隠すなどだ。
問　地域防災計画では「町は避難場所、避難経路を考える」となっているが。
総務部長　まだ指し示すものはない。
問　避難場所は公共施設再編の際、念頭に入れるべきだか。
町長　みんなで何とかする方法を考えたい。
問　町にそぐわない開発計画案があるが。
町長　事業者は地域の方としっかり調和を図ることを大前提にして欲しい。
問　まちづくり条例の遵守を全職員に対し徹底し、事前相談でも、きっぱりとした態度を示しつつ、事業者対応して欲しいが。
都市経済部長　各課にその旨伝えている。
問　開発により先住者が住みづらくならないまちづくりに、町長はがんばって欲しいが。
町長　みんなの総合力でいいものを提案し、事業者がそれを理解してくれるよう促す。
問　270人の別荘族からの町の収入は。
総務部長　家屋敷税は一人３５００円だ。
問　来年度の給食費無償化の継続は。
教育部長　今年度で終了とする。
問　年間の教材費は。
教育部長　小学校で一人１万７千円、中学校で一人５万３千円だ。
問　義務教育に自己負担があるのはおかしい。国に先んじて町としての検討は。
教育部長　検討していない。
問　ふれあい収集対象者に「妊婦、けがなど一時的にごみ出しができない所帯」とある。町民にお知らせすべきことだと思うが。
環境部長　広報等の環境を作りたい。

キャプション
良好な住宅地にマンション計画が




